
第 40回 北宋と東アジア世界 

 

１ 北宋と東アジアの諸国家 

 

 

 

 

ウイグル（回紇）    渤海             遼（契丹） 

 

                         西夏 

            新羅  日本                     高麗            

吐蕃     唐                   吐蕃  宋（北宋） 

 

 

   南詔                       大理 

                        パガン朝 李朝大越国 

 

      チャンパー（環王）                                      チャンパー（占城） 

 

☆（     ）（916～1125年） 

◆（        ）（太祖）（在位 916～926年） 

・916年、モンゴル系の遊牧民族（     ）が東モンゴルに建国した。 

・926年、中国東北部の（     ）を滅ぼした。 

・（        ）を作成した。 ※いまだに未解読である。 

 

◆耶律堯骨（在位 926～947年） 

・936年、（     ）の建国を援助した見返りに、（       ）を獲得した。 

 →遊牧民と漢民族を分けて統治する（         ）をとった。 

※（      ）で統治する北面官、（      ）で統治する南面官に分かれた。 

 

☆（        ）（1038～1227年） 

都…興慶府  ※現在は黄河上流の銀川 

◆（      ）（在位 1038～1048年） 

・チベット系（       ）族が中国西北部に建国した。 

・仏教を信じ、漢字を模した（       ）を作らせた。 

 

☆（      ）（937～1254年） 

・南詔が滅亡した後、白蛮系の豪族が雲南地方に建国した。 

・北宋が成立していた 10 世紀後半～12 世紀前半、東アジアの各地で唐の影響を

脱した民族が、独自の国家を建設していった。 

映画『敦煌』 
井上靖の小説を映画化
したもの。北宋や西夏が
舞台となっている。 
俳優陣はかなり豪華。 



☆（         ）（1009～1225年） 

都…昇竜  ※現在のベトナムの首都（     ） 

・ベトナム北部は、秦、漢、唐の時代には中国に支配されていた。 

→1009年に李朝が成立し、1225年に陳朝に変わった。 

 

☆（           ）（２世紀～17世紀） 

・ベトナム中・南部で、中国と東南アジアを結ぶ交易路をおさえて栄えた。 

 

☆（     ）（918～1392年） 

都…（     ） 

◆（     ）（太祖）（在位 918～943年） 

・936年、朝鮮半島を統一し、科挙を採用して三省六官の官僚制を整備した。 

 →（     ）と呼ばれる世襲的な官僚が、特権身分となっていった。 

・仏教を国教とし、木版印刷で（         ）が刊行された。 

・13 世紀、高宗の時代には世界最古の（        ）による活字印刷法が行

われたほか、象嵌青磁に代表される（      ）など、高度な文化が栄えた。 

 

 

 

 

 

 

☆（    ）（？～2022年現在） 

・当時の日本は（       ）であり、摂関政治が行われていた。 

→唐末の混乱から、894年に（          ）が決まった。 

 →（        ）が栄え、仮名文字や大和絵が誕生した。 

・12世紀になると武士が力を持ち、平氏政権や鎌倉幕府が成立した。 

・南宋と（      ）を盛んに行い、経済や文化の交流が起こった。 

 

２ 北宋と北方民族 

 

 

 

・1004年、宋は（    ）と（        ）を結び、 

毎年多額の銀と絹を送ることを約束した。 

・1044年、宋は（    ）と慶暦の和約を結び、毎年多額の 

銀と絹を送ることを約束した。 

 →これらの和平により、とりあえず宋の平和は守られていた。 

・宋（北宋）は、北方の遼（契丹）と西夏の圧迫に苦しんだ。 

 →軍隊の弱い宋はこれに対抗できず、和平を結ぶ政策をとった。 

後百済を滅ぼして朝
鮮半島を統一した。 
高麗 400年の繁栄の
基礎を築いたとされ
る。ドラマは最高視
聴率 60％越えの大ヒ
ットとなった。 

平清盛 
日宋貿易では、宋
から大量の宋銭（銅
銭）を輸入した。 

韓流ドラマ『太祖王建』                 高麗版大蔵経                         高麗青磁 
 

大蔵経とは、仏教の経
典を総結集したもので
ある。１回目に刊行した
ものはモンゴルの侵入
で焼けてしまい、２回目
はモンゴルの撃退を祈
念して作られた。 

宋の磁器の影響を
受けているのは間違
いない。 
翡翠色の美しい磁
器に、文様がはめ込
まれている（象嵌）。 
 


